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東城支所

総 務 課

農 業
振 興 課

日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
・
心
構
え
を

本
庁
舎
火
災
想
定
訓
練
を
実
施

無
農
薬
苗
を
安
定
的
に
供
給
し

庄
原
ブ
ラ
ン
ド
確
立
を
目
指
す

市
の
補
助
事
業
で
水
稲
育
苗
施
設
が
完
成

ま
ち
な
か
活
性
化
へ

庄
原
市
三
楽
荘
の
運
用
を
開
始

　

三
楽
荘
は
、屋
根
・
外
壁
な
ど
の
外
部
修

復
工
事
、消
防
設
備
や
給
排
水
設
備
な
ど

の
内
部
修
復
工
事
が
完
了
し
、４
月
１
日

か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
月
26
日
、建
物
が
持
つ
文
化
的
な
価

値
が
高
く
評
価
さ
れ
、国
の
登
録
有
形
文

化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
は
、こ
の
三
楽
荘
を
東
城
の
ま
ち
な

み
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
保
存
活
用
す
る
と

と
も
に
、そ
の
特
性
を
生
か
し
て
、市
民
の

文
化
活
動
の
支
援
や
市
民
と
観
光
客
の
交

流
を
促
進
す
る
事
業
な
ど
を
実
施
し
、地

域
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

東
城
市
街
地
に
立
地
す
る
身
近
な
文
化

財
で
す
。開
館
日
に
は
職
員
が
常
勤
し
て

い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

　

庄
原
市
最
大
規
模
の
水
稲
育
苗
施
設
が

川
北
町
に
完
成
し
３
月
14
日
、落
成
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、市
内
の
農
業
者
の
高

齢
化
や
兼
業
農
家
の
増
加
な
ど
で
苗
作

り
を
求
め
る
農
家
が
増
え
て
い
る
現
状

か
ら
、庄
原
農
業
協
同
組
合
が
市
の
補

助
金
約
１
億
２
千
万
円
を
活
用
し
、約

完成した水稲育苗施設

国の登録有形文化財 三楽荘

４
億
６
千
万
円
を
か
け
て
整
備
し
ま
し
た
。

　

約
３
・
２
㌶
の
敷
地
に
建
て
ら
れ
た
鉄

骨
平
屋
約
１
、５
０
０
平
方
㍍
の
作
業
棟

で
は
、苗
を
温
湯
消
毒
で
き
る
設
備
や
育

苗
箱
に
土
や
種
を
自
動
で
ま
く
機
械
な
ど

が
導
入
さ
れ
、年
間
８
万
箱
の
苗
を
作
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。同
じ
敷
地
内
に
は
、ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
50
棟
や
緑
化
室
な
ど
も
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
出
席
し
た
髙
橋
利
彰
副
市
長
は

「
健
康
な
苗
の
安
定
的
な
供
給
は
市
の
農

業
発
展
に
不
可
欠
。環
境
に
優
し
い
無
農

薬
水
稲
苗
で
ブ
ラ
ン
ド
米
の
確
立
に
期
待

し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
、完
成
を
喜
び
ま

し
た
。

　

市
役
所
本
庁
舎
で
２
月
23
日
、火
災
想

定
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
15
時
ち
ょ
う
ど
に
４
階
の
給
湯
室
か

ら
出
火
し
た
」と
い
う
想
定
の
も
と
、参
加

し
た
職
員
は
火
災
発
見
時
の
通
報
や
そ
の

伝
達
、初
期
消
火
訓
練
な
ど
に
真
剣
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、庄
原
消
防
署
と
の
総
合
訓
練
も
同

時
に
行
い
、は
し
ご
車
に
よ
る
放
水
訓
練
も

実
施
。目
い
っ
ぱ
い
伸
ば
し
た
は
し
ご
の
先

の
バ
ケ
ッ
ト
に
乗
っ
た
消
防
署
員
２
人
が
、

地
上
24
㍍
の
高
さ
が
あ
る
市
役
所
の
屋
上

に
向
け
実
際
に
放
水
し
ま
し
た
。

　

庄
原
消
防
署
の
玉
岡
秀
利
署
長
は「
多

く
の
市
民
が
利
用
さ
れ
る
市
役
所
は
、火

災
が
起
き
る
と
被
害
が
大
き
く
な
る
可
能

性
が
高
い
。日
ご
ろ
の
準
備
・
心
構
え
が
被

害
を
抑
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

◆
開
館
時
間　

９
時
～
17
時

◆
休
館
日　

火
・
水
・
木
曜
日
、年
末
年
始

（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）

◆
問
い
合
わ
せ

三
楽
荘（
金
・
土
・
日
・
月
曜
日
）
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消防はしご車を
使った消火訓練
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農
業
委
員
会
は
２
月
28
日
、庄
原
市
の

農
業
を
守
る
支
援
施
策
を
求
め
て
滝
口
季

彦
市
長
に
建
議（
意
見
の
申
し
立
て
）を
行

い
ま
し
た
。

　

市
役
所
を
訪
れ
た
中
谷
憲
登
会
長
ほ
か

７
人
の
農
業
委
員
は
、小
規
模
農
家
や
認

定
農
業
者
、集
落
法
人
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

経
営
体
に
合
わ
せ
た
施
策
展
開
と
、農
業

者
が
意
欲
を
持
っ
て
農
業
に
取
り
組
め
る

環
境
の
整
備
、地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

育
成
支
援
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。ま
た
、農

業
情
報
の
提
供
や
相
談
窓
口
の
拡
充
、昨

年
の
豪
雨
被
災
農
家
に
対
す
る
支
援
な
ど

に
つ
い
て
も
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　

中
谷
会
長
は「
本
市
の
農
業
を
取
り
巻

　

小
奴
可
、田
森
、久
代
、新
坂
、上
高
、下

高
の
6
公
民
館
と
旧
小
鳥
原
小
学
校
が
、

4
月
か
ら
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
に
移
行
し

ま
し
た
。

　

施
設
の
指
定
管
理
を
受
け
た
自
治
振
興

区
は
、事
務
職
員
を
雇
用
し
、自
治
振
興
セ

ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
広
域
的
な
地
域
活

動
、生
涯
学
習
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

自 治
振 興 課

農 業
委 員 会

よ
り
一
層
の
農
業
支
援
施
策
を

庄
原
市
農
業
委
員
会
が
建
議

地
域
づ
く
り
の
新
た
な
拠
点
が
始
動

7
施
設
が
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
に

く
状
況
は
大
変
厳
し
い
。よ
り
一
層
の
農

業
支
援
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
一
緒
に

振
興
策
に
取
り
組
み
た
い
」と
話
し
滝
口

市
長
は「
ご
意
見
は
大
変
あ
り
が
た
い
。今

後
の
支
援
施
策
の
参
考
に
し
て
い
き
た

い
」と
応
え
て
い
ま
し
た
。

意見を述べる委員

地域 移行前 移行後施設名称 指定管理者（再編した自治振興区）

東城

小奴可公民館 小奴可自治振興センター
小奴可の里自治振興区

（千鳥・塩原・小奴可・小串・加谷・内堀）

田森公民館 田森自治振興センター
田森自治振興区

（粟田中区・粟田南・粟田東・竹森・粟田北区）

久代公民館 久代自治振興センター
久代自治振興区

（久代東・為重・久代中）

新坂公民館 新坂自治振興センター
新坂自治振興区

（三坂郷・新免・郷原）

高野
上高公民館 上高自治振興センター

上高自治振興区
（上湯川・下湯川・南・和南原・新市）

下高公民館 下高自治振興センター
下高自治振興区

（岡大内・中門田・奥門田・下門田・高暮・上里原）

西城 旧小鳥原小学校 八鉾自治振興センター
八鉾自治振興区

（八鉾落合・高尾地区・油木・三坂地区）

上高自治振興センター

施設の名称 指定管理者 問い合わせ先

東城クリーン
センター

東城クリーンセンター指
定管理業務共同企業体

☎ 08477-2-0214

総領保育所
庄原市総合サービス株式
会社

総領支所市民生活室（☎ 0824-88-3110）
女性児童課（☎ 0824-73-1192）

■公の施設の管理者が変わりました
　次の 2つの公の施設の指定管理者が新たに決まり、4月から管
理運営されます。市は、利用者サービスの向上と管理運営経費の
縮減を目指して、今後も指定管理者制度を活用していきます。

管財課管財係　☎０８２４‐７３‐１２０３


